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狸穴坂アクセス▶地下鉄日比谷線・大江戸線の六本木駅を出て、外苑東通りを飯倉方面に進む。飯倉片町の信号から ３本目を右折する。徒歩約１５分。

狸穴坂の西にある植木坂。

狸穴坂（港区）

港
区
の
麻
布
台
二
丁
目
１
と
麻
布
台

三
丁
目
５
の
間
、
ロ
シ
ア
大
使
館

の
西
脇
か
ら
麻
布
狸
穴
町
へ
下
る
急
坂
が

あ
る
。
江
戸
の
人
々
の
大
き
な
関
心
を
集

め
た
「
狸ま
み

穴あ
な

坂
」
で
あ
る
。
東
側
に
は
高

い
石
垣
が
続
き
、
西
側
は
谷
底
に
向
か
う

崖
地
に
な
っ
て
い
る
。
や
や
湾
曲
し
な
が

ら
、
雄
大
に
下
る
長
坂
だ
。
特
に
、
坂
下

か
ら
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。
西
側
に
建

つ
古
い
木
造
２
階
建
て
の
住
居
を
視
野
に

入
れ
、
坂
上
へ
の
道
筋
を
と
ら
え
る
と
、

江
戸
の
風
趣
が
湧
き
起
こ
り
、
一
幅
の
画

の
よ
う
に
映
る
の
だ
。

　

坂
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ
る
。

　

①
昔
、
坂
下
の
谷
間
に
古
狸
が
棲
ん
で

い
て
、
そ
の
ほ
ら
穴
が
あ
っ
た
。
マ
ミ
と

は
ア
ナ
グ
マ
の
異
称
だ
が
、
よ
く
混
同
さ

れ
て
タ
ヌ
キ
の
こ
と
も
い
っ
た
。
マ
ミ
の

ア
ナ
で
マ
ミ
ア
ナ
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ

「
狸
穴
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
。

　

②
こ
の
坂
に
妖
怪
が
出
た
が
、
そ
れ
を

魔ま

鮇み

と
い
い
、
や
が
て
狸
穴
に
変
化
し
た

と
い
う
。

　

③
坂
下
に
鉱
石
を
採
掘
す
る
坑
道
が
あ

り
、
そ
れ
を
間ま

歩ぶ

と
い
っ
た
。
そ
れ
が
転

化
し
て
狸
穴
に
な
っ
た
と
い
う
。
享
保
６

年
（
１
７
２
１
）、
黄
金
の
よ
う
な
雲
母

の
砂
が
出
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

　

ま
た
、
狸
穴
坂
に
は
こ
ん
な
伝
説
も
あ

る
。

　

坂
下
に
狸
蕎そ

麦ば

（
作
兵
衛
蕎
麦
）
と
称

さ
れ
る
蕎
麦
屋
が
あ
っ
た
。
昔
、
狸
穴
の

古
狸
が
江
戸
城
大
奥
を
荒
し
廻
っ
て
い
た

の
だ
が
、
内
田
正
九
郎
と
い
う
武
士
に
成

敗
さ
れ
て
死
ん
だ
。
こ
れ
を
哀
れ
に
思
っ

た
作
兵
衛
が
、
古
狸
の
霊
を
屋
敷
内
に

祀
っ
た
。
そ
れ
か
ら
人
々
は
こ
の
店
を
狸

蕎
麦
と
呼
び
、大
い
に
繁
昌
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
界
隈
が
、
江
戸
時
代
に
は
鄙ひ
な

び
た

地
域
だ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。

１９４３年、広島県生まれ。早稲田大学政経学部新聞学科卒業。報知新聞
社を経て講談社に入社。「ヤングマガジン」編集長、第 ３ 編集局長、取
締役、常務取締役を務めた。この十数年、東京の坂道を積極的に歩き、
エッセイや講演などで坂道ブームの火付け役に。『タモリの TOKYO坂
道美学入門』（講談社）に企画参加。著書に『江戸の坂――東京・歴史
散歩ガイド』（朝日新聞出版）がある。

　
狸
穴
坂
の
西
側
、
麻
布
永
坂

町
１
と
麻
布
台
三
丁
目
４
の
間

に
「
植う

え

木き

坂
」
と
い
う
坂
が
あ

る
。
江
戸
時
代
、
こ
の
近
く
に

植
木
屋
が
多
く
住
ん
で
い
た
の

が
坂
名
の
由
来
。
菊
花
で
飾
る

菊
人
形
は
、
巣
鴨
染
井
や
千
駄

木
団
子
坂
が
有
名
だ
が
、
実
は

こ
こ
が
菊
人
形
の
発
祥
の
地

だ
っ
た
の
だ
。

　
植
木
坂
の
近
く
に
は
明
治
の

文
豪
・
島
崎
藤
村
が
住
ん
で
い

た
。
大
作
『
夜
明
け
前
』
は
こ

こ
で
執
筆
さ
れ
た
。「
メ
ゾ
ン

飯
倉
」
の
前
に
石
碑
が
あ
る
。


